
親
鷺
聖
人
の
仏
身
観

二

(藤

谷
)

親
鶯
聖
人

の
仏
身
観

(二
)

藤

谷

大

円

前
回
に
は
、
聖
人
の
仏
身
観
は
、
仏
身
の
有
元
で
な
く
、
在
り
方
に

あ
る
と
述

べ
た
。

そ
れ
は
云
わ
ば
総
論
で
あ
る
。
従
つ
て
以
下
各
論
と

な
る
。

一

一
般
の
仏
の
三
身
に
つ
い
て

手
近
な
と
こ
ろ
で
は

『
諸
経

和
讃
』
の
初
め
三
首
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
法
性
法
身
は

「
元
明

ノ
大
夜
ヲ
ア
ハ
レ
ミ
テ
」
光
明
元
量
な
る

「元
碍
光
仏
ト
シ
メ
ン
テ
ゾ

安
養
界

二
影
現
ス
ル
」
の
で
あ
る
が
、
そ
の
元
碍
光
仏
は
ま
た
寿
命
元

量
な
る

「
久
遠
実
成
阿
弥
陀
仏
」
で
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
光
寿
二
元

量
な
る
阿
弥
陀
仏
は

「
五
濁
ノ
凡
愚
ヲ
ア
ハ
レ
ミ
テ
釈
迦
牟
尼
仏

ト
シ

メ
シ
テ
ゾ
迦
耶
城

ニ
ハ
応
現

ス
ル
」
の
で
あ
つ
た
。
従
つ
て
釈
尊
出
世

の
本
懐
は
、
光
寿
二
元
量
を

「大
悲
ノ
本
」
と
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

の

「弥
陀

ヲ
ホ
メ
」
る
、
即
ち
、
本
願
宣
説
の
教
を
布
く
に
あ
る
。
如

来
な
る
応

化
身
に
よ
つ
て
教
が
布
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
法
身
の
自

然
法
爾
性

が
言
葉

の
世
界

に
ま
で
等
流
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
言

説
戯
論

の
習
気
に
迷
惑
し
て
い
る

「
五
濁

ノ
凡
愚
」
に
と
つ
て
は
、
そ

の
言
説

(
五
十
音

の
組
み
あ
わ
せ
)
が
如
来
の
言
説
と
組
み
替
え
ら
れ

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
始
め
て
菩
提

の
道
に
進
み
得

る
こ
と
と
な
つ
た
。

か
く
て
、
三
身
論
に
よ
る
仏
身
顕
現
は
、

A

弥
陀
讃
嘆
の
教
を
布
く
こ
と
で

一
応
成
就

し
た
の
で
あ
る
が
、

B

『
唯
信
砂
文
意
』
(『和
文
篇
』

一
六
四
頁
)
に
、
慈
慰
三
蔵
の
偶
を

註
す
る
中
で
、
来
迎
の
来
を
如
来
と
如
去
の
二
義

で
註
解
せ
ら
れ
て
あ

る
。
そ
れ
に
依
る
と
、
応
化
身
と
顕
わ
れ
て
教
を
布
く
の
み
に
停
ま
ら

ず
、
念
仏
者
を
摂
取
し
て

「
法
性
の
み
や
こ
へ
む
か

へ
い
て
き
た
ら
し

め
か
え
ら
し
む
」
る
の
が
如
来
で
あ
る
と
い
う
。

C

こ
れ
が
更

に

『
証
巻
』
結
嘆

(前
三
巻
に
も
通
ず
)
に
な
る
と

「誠
知
、
証
大
浬
契
、
籍
願
力
廻
向
、
還
相
利
益
、
顕
利
他
正
意
、
是

以
、
論
主
宣
布
広
大
元
碍

一
心
、
普
偏
開
化
雑
染
堪
忍
群
繭
、
宗
師
顕

示
大
悲
往
還
廻
向
、
磐
慰
弘
宣
他
利
利
他
深
義
」
と
あ
つ
て
、
三
身
顕

現
の
目
的
達
成
は
、
五
濁
の
群
繭
を
し
て
法
性

の
み
や
こ
に
証
入
せ
し

め
る
だ
け
に
停
ま
ら
ず
、
そ
の
証
り
が

「大
浬
架
」
で
あ
る
た
め
に
還

相

の

「
遊
戯
」
に
出
て
更
に
第
三
の
群
繭
を
済
度
せ
し
め
る
こ
と
に
お

い
て
始
め
て
完
了
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

つ
て
い
る
。
こ
の
還
相
の
遊
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戯
は
、

B
の
如
来
如
去
の
義
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
従
つ
て
、
如
来
如

去

・
入
出

・
往
還
な
る

「大
浬
架
」
は
元
限
に
相
続
せ
ら
れ
展
開
す
る

道
理
で
あ
る
。

他
利
利
他
の
解
釈
に
は
古
来
お
よ
そ
十
二
類
の
解
釈
が
あ
る
が
、
大
谷
派
の

先
学
、
蓮
月
院
師
の
、
他
利
と
は

「衆
生
」
即
ち
五
念
門
の
行
者
の
教
化
を

い
う
が
、
そ
の
他
利
な
る
五
念
門
の
行
者

(念
仏
者
)
の
教
化
も

「そ
の

本
」
は
と
云
え
ば
仏

(阿
弥
陀
仏
)
の
度
衆
生
な
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
は

本
源
に
つ
い
て
仏
の
教
化
即
ち
利
他
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、

と
い
う
解
説
に
従
っ
た
。
そ
れ
で
な
い
と
、
三
願
的
証
が
元
意
義
と
な
る
。

「弥
陀
ノ
廻
向
成
就
シ
テ
往
相
還
相
フ
タ
ツ
ナ
リ
コ
レ
ラ
ノ
廻
向
ニ
ョ
リ
テ

コ
ソ
心
行

(
一
心
五
念
即
ち
入
出
・
往
還
)
ト
モ
ニ
エ
シ
ム
ナ
レ
」

こ
の
C
項
の
道
理
を
経
文
で
見
る
と
、
本
願
成
就
文
で
は
、
第
十
七

願
の
諸
仏
讃
嘆

の
内
容
が
第
十
八
願
成
就
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
選
択
本
願
の
念
仏
は
諸
仏
た
る
念
仏

の
歴
史
的
伝
統
者

(前
号
参

照
)
に
よ

つ
て
人
類
に
廻
向
さ
れ
る
の
で
あ
る

(第
十
七
諸
仏
称
名
之
願

を
往
相
廻
向
之
願
と
総
即
別
名
せ
ら
れ
、
ま
た
、
方
便
の
願
と
も
記
さ
れ
た

前
号
参
照
)
。
法
然
上
人
よ
り
承
つ
た
選
択
本
願
の
念
仏
は
、
そ

の

よ
う
に
、
如
来
の
本
願
と
さ
れ
た
称
名
易
行

(第
十
八
王
本
願
の
念
仏
)

が
、
ま

さ
し
く
三
国
に
わ
た
つ
て
具
体
的
な
教
化

(救
い
)
の
事
実

を

顕
わ
し
来

つ
た
伝
統
相
続

の
念
仏

(諸
仏
称
名
)
な
の
で
あ
つ
た
。
そ
の

こ
と
は
、

『選
択
集
』
引
文
ま
で
の

『
行
巻
』
の
組
識
や

『
和
讃
』
等

か
ら
容
易

に
知
ら
れ
る
。
と
同
時
に
、
そ
こ
に
は
、
三
国
に
わ
た
つ
て

数
多
く
の
諸
仏
が
出
世
せ
ら
れ
証
誠
護
念
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
云
う

こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
と
云
え
よ
う

(後
述
参
照
)
。「世

々
二
善
導

イ

デ
タ
マ
ヒ
法
照
少
康
ト
シ
メ
シ
ツ
ツ
功
徳
蔵
ヲ

ヒ
ラ
キ
テ
ゾ
諸
仏

ノ
本

意
ト
ゲ
タ
マ
フ
」
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て

『
阿
弥
陀
経
』
の
光
寿
二

元
量
な
る
仏
身
を
摂
取
不
捨
で
和
讃
せ
ら
れ
て

あ
る
の
を
照
合
す

る

と
、
次
の
如
く
了
解
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
「
諺
法
關
提
廻
皆
往
」
(『念
仏

正
信
偶
』
)
な
る
元
碍
光
の
ハ
タ
ラ
キ

(光
明
元
量
)
が
、
久
遠
劫
来

の
人

類
を
通
し
て
未
来
際
に
行
用
す
る

(寿
命
元
量
)
、
そ
の
こ
と
以
外
に
弥

陀
仏
な
る
仏
身
は
な
い
の
で
あ
る
、

と
い
う

の
が
聖
人
の
弥
陀
仏
身
観

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
如
く
し
て
、
聖
人
に
お
け
る
三
身

の
関
係
は
、

一
般

の
そ
れ

の
如
く
法
身
↓
報
身
↓
応
化
身
と
い
う
形
を
と
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
注
意
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
一
、
報
身
仏
は
元
色
元
形
の

一
如
よ
り
か

た
ち
を
あ
ら
わ
し
み
な
を
し
め
し
て
元
碍
光
仏

と
名
の
り
た
も
う
た
の

で
あ
る
が
、
同
時
に
ま
た
そ
の
報
身
仏
は

「尽
十
方
元
碍
光
仏
と
ま
ふ

す
ひ
か
り
に
て
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
い
う
も

ま
し
ま
さ
ず
…
…
し
か

れ
ば
阿
弥
陀
仏
は
光
明
な
り
」
(前
号
所
引
)
で
あ
る
か
ら
、
従
つ
て
報

身

の
有
色
有
形
と
い
う
こ
と
は
実
有
的
仏
身
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
念

仏

の
対
象
と
な
つ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五
濁
の
凡
愚

の
対
象
と
な

ら
な
か
つ
た

「法
身
と
ま
ふ
す
如
来
の
さ
と
り
」
(『和
文
篇
』
一
六
○
頁
)

が
尽
十
方
元
碍
光
如
来
と
名
告
り
を
あ
げ
た
こ
と
に
よ
つ
て
始
め
て
念

仏

の
対
象
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
報
身
は
真
如
の
人
格
化
で

親
鷺
聖
人
の
仏
身
観

二

(藤

谷
)
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親
鷺
聖
人
の
仏
身
観

二

(藤

谷
)

あ
る
と
い
え
よ
う

(「阿
弥
陀
仏
は
自
然
の
よ
う
を
し
ら
せ
ん
料
な
り
」
)○
そ

う

い
う
法
報
二
身
の
関
係
を
更
に
別
言
す
れ
ば
、
法
報
の
関
係
は
発
生

的
に
先
づ
法
身
が
実
在
し
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
報
身
が
生
れ
出
た
と
い

う
の
で
も
な
く
、
ま
た
、
二
身
が
別

々
に
存
在
し
て
い
て
互
い
に
対
応

す
る
と
い
う
の
で
も
勿
論
な
い
。

一
言

で
云
え
ぱ
、
言
亡
慮
絶

の
法
身

が
、
わ
れ
わ
れ
相
対
世
間
の
対
象
と
な
る
と
き
は
、
光
寿
二
元
量
な
る

尽
十
方
ん
碍
光
如
来
と
い
う
名
告
り
の
態
を
と
る
と
い
う

こ
と
で
あ

る
。
二
、

こ
の
法
報
二
身
の
関
係
は
、
次
の
報
身
と
応
化
身
と
の
関
係

に
も
類

同
す
る
。
即
ち
、
前
回
に
見
た

『
元
量
寿
経
』
勝
果

段
、
『
唯

信
鋤
文
意
』
、
及
び
、
「元
碍
光
仏
ノ
ヒ
カ
リ
ニ
ハ
元
数
ノ
阿
弥
陀

マ
シ

マ
シ

テ
化
仏

オ

ノ
く

コ
ト
ゴ

ト

ク
真

実

信

心

ヲ

ヤ

モ
ル

ナ
リ
」

や
、

先
述

の
光
寿
二
元
量
を
摂
取
不
捨
で
讃
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
で
知
ら
れ

る
如
く
、
「
阿
弥
陀
と
は
諸
仏
の
徳
で
あ
る
」

の
で
あ
る

(金
子
大
栄
師

の
語
)
。
光
寿
二
元
量
の
報
身
と
応
化
身
と
し
て
の
諸
仏
と
の
具
体
的

為
態
と
し
て
の
関
係
を
、
聖
人
は
先
述

の
如
く
、
往
還
廻
向
の
元
限
展

開
と
し
て
の
念
仏
の
歴
史
的
伝
統
に
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

元
碍
光
の
現
実
相
に
つ
い
て
は
、
阿
闇
世
の
廻
心
を
始
め
、
近
く
は
明
法
房

の

「
め
で
た
き
往
生
」
(消
息
に
四
回
も
出
て
い
る
)
に
見
ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
が

(「諺
法
閾
提
廻
皆
往
」
)
、歎
異
砂
の

「聖
人
の
つ
ね
の
お
ほ
せ
」

か
ら
伺
え
ば
、
親
鷺
で
さ
え
も
助
け
ら
れ
ま
い
ら
せ
た
自
相
に
省
み
ら
れ
た

と
思
う
。

三
 
二

か
く
て
、
法
報
二
身
は
応
化
身
に
お
い
て
具
体
的
に
現
実
と
な

る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
応
化
身
即
法
報
身
で
あ
る
の
で
な
い
。
も
し

三
身
即

一
な
ら
ば
、
応
化
身
は
教
祖
神
で
あ
り
、
引
い
て
は
信
心
決
定

が
即
身
成
仏
と
な
り
、
知
識
帰
命
の
異
解
も
起
き
る
。
即
身
成
仏
や
知

識
帰
命

の
異
解
は
聖
人
に
と
つ
て

「
善
鷲
の
異
義
以
上
に
重
大
性
を
持

つ
も
の
で
あ
つ
た
」
(赤
松
俊
秀
者

『親
鷲
』
三
二
二
頁
)
。

か
く
て
、
聖
人
に
お
け
る
仏
の
三
身
は
不

一
不
異
の
関
係
に
あ
る
の

で
あ
り
、
従
つ
て
、
「
師
主
知
識

ノ
恩
徳
」
と

「如
来
大

悲

ノ
恩
徳
」

と
は
同
格

で
あ
る
。
更
に
、
当
時
の
教
界
を
顧
み
、
そ
し
て
自
身
の
下

山
が
も
う
六
年
遅
く
、
承
元
の
法
難
以
後

で
あ

つ
た
な
ら
ば
と
回
顧
せ

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
察
す
る
と
き
、
「真

ノ
知
識
ニ
ァ
フ

コ
ト

バ

カ
タ
キ
ガ
ナ
カ
ニ
ナ
ホ
カ
タ
シ
」
は
単
な
る
経

文
の
和
訳
で
も
な
く
、
r

「本
師
源
空
イ

マ
サ
ズ

ハ
コ
ノ
タ
ビ
ム
ナ
シ
ク

ス
ギ
ナ
マ
シ
」
は
世
間

な
み
の
年
寄
り
の
感
傷
で
も
な
い
。
「
諸
仏
ノ
護
念
証
誠
」
を

「悲
願

成
就

ノ
」
仏
恩
に
感
得
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
応
身
と
化
身

に
つ
い
て
も
述

べ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
い
ま
は
略

す
る
。

な
お
、
先
の
C
項
は
元
住
処
浬
榮

の
義

で

あ
る
。
竜
樹

の

『十
住

論
』
造
論
も
こ
の
証
果
の
た
め
で
あ
り

(序
晶
)
下
劣
の
た
め
に
信
仏

因
縁

の
易
行
道
が
説
か
れ
た
。
曇
鷺
に
よ
れ
ば
、
そ
の
易
行
道
を
相
承

開
顕
し
た

『浄
土
論
』
こ
そ

「
上
衛
之
極
致
」

で
あ
り
、
竜
樹
の
主
題

と
し
た

「
不
退
之
風
航
者
也
」
な
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
上
記
、
結
嘆

の

「広
大
元
碍
」
な
る
形
容
詞
は
、
以
上
の
如
き
大
乗
仏
教
々
理
を
押

え
て
の
語
な
の
で
あ
る
。
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